
時

N
ピ
ル
ぬ
醜
聞
に
あ
る
S
C
N犯
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
甜
制
緩

何万
内

3円万費

の
外
に
、

N
H
K
の

衛

星

放

著

書

室

め

て

い

ま

す

。

そ

し

国

二

つ

の

議

信

衛

星

か

ら

い

巴

ら

れ

て

て

、

藤

沢

市

や

茅

ヶ

崎

市

、

厚

木

み

市
で
は
、
高
産
税
常
設
定
く
る
C
A
T
V向
け
専
門
チ
ャ
ン
子
也
、

C
A
T
V
事

桑

会

社

を

設

表

渋

対

応

し

て

い

く

た

め

、

昨

年

六

ネ

ル

真

夏

け

、

各

霊

と

有

立

し

よ

う

と

警

し

て

い

ま

す

。

雄

山

戸
A
売
れ
か
パ
M
h
配
九
日
七
U
U
V
打
開
十
日
日
開
鱗
チ
ャ
ン
ネ
H
N
h
重
制
作
費
の
ハ
完
全

の
指
定
を
受
け
「
平
塚
一
ア
レ
ト
ピ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
市
兵
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
域
に
張
る
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
費

ア
計
質
事
業
を
進
め
て
い
ま
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
、
ニ
ュ
利
用
し
、
市
の
情
報
や
地
域
情
報
や
保
守
護
持
管
理
署
等
の
一
経
費
が

す
。
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
、
叫
笠
原
、
立
日
誌
を
提
供
し
よ
う
と
、
市
民
の
代
表
か
か
る
た
め
、
加
入
者
に
負
強
し

こ
の
中
核
を
な
す
の
が
C
A
T

等
が
あ
り
、
阿
国
人
の
一
一
l
ズ
に
あ
に
よ
る
専
門
委
員
会
を
設
け
ず
ヘ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

V
で、

C
A
T
Vを
利
用
し
市
民
っ
た
好
き
な
番
組
を
選
ん
で
日
比
醤
組
宇
検
討
し
て
い
ま
す
。
内
容
し
た
が
っ
て
、

C
A
T
Vを
見

文
化
の
向
上
や
地
域
産
業
の
探
興
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
的
に
は
、
平
塚
市
の
文
化
や
歴
る
に
は
、
加
入
金
五
万
円
と
利
用

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
ま
た
、
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
史
、
子
供
た
ち
の
活
動
や
学
校
行
料
月
額
二
千
九
百
八
十
円
、
幹
線

す
。
も
ち
ろ
ん
通
信
衛
星
や
放
送
は
、
双
方
向
機
能
を
活
用
し
、
地
事
、
市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
の
間
引
き
込
み
宅
内

衛
星
を
約
掃
す
る
の
で
、
映
像
も
域
に
密
着
し
た
防
災
情
報
や
緊
急
の
紹
介
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
か
ら
工
事
(
二
万
円
3
三
万
円
)
が
か

一
干
六
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
多
彩
で
汝
送
も
流
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
c

の
参
加
の
宍
昂
掛
け
な
ど
、
地
域
か
り
ま
す
。
加
入
申
し
込
み
を
す

す
。
ご
の
中
に
は
、
市
か
ら
の
情
第
一
一
一
セ
ク
タ

i
で
に
密
着
し
た
市
民
参
加
盟
の
番
組
言
語
工
毒
薬
ぎ
の
見

報

や

各

象

磁

を

結

ぶ

市

民

チ

ャ

ン

に

な

る

で

し

ょ

う

。

穣

り

を

し

、

ア

解

を

得

た

う

え

で

ネ
ル
も
入
っ
て
い
ま
す
o

将
来
的
湘
南
ケ
l
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
と
朝
議
工
事
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家

に
は
、
双
方
向
機
能
(
端
末
か
ら
株
式
ム
荘
「
S
C
N」
は

、

一

昨

庭

の

テ

レ

ピ

に

専

用

コ

ン

バ

ー

タ

C
A
T
V局
等
へ
情
報
を
送
る
機
卑
六
月
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
市
や

C
A
T
Vは
、
東
電
話
な
ど
に

1
(証
料
)
を
取
り
付
け
る
と
見

能
い
を
活
用
し
て
、
家
庭
や
学
務
エ
ム
議
所
、
金
議
機
関
、
市
内
ケ
ー
ブ
ル
を
績
に
敷
設
し
て
い
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

校
、
公
共
施
泰
寺
か
ら
映
像
や
デ
の
λ棄
な
ど
一
ニ
十
存
在
が
そ
れ
ぞ
こ
と
か
ら
、
金
巾
域
を
九
区
に
分
本
滋
護
七
月
か
ら
で
す
が
、

ー
タ
等
の
情
報
を
送
る
こ
と
も
で
れ
出
資
す
る
第
三
セ
ク
ず
1
方
式
け
、
順
次
両
開
局
す
る
こ
と
に
な
り
四
月
に
間
開
局
し
試
験
放
送
を
し
ま

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

に

よ

る

資

本

金

沼

億

円

の

会

社

ま

す

。

す

の

で

、

工

事

が

終

わ

れ

ば

す

ぐ

離
帯
繋
円
相
ム

γ
V
で
、
昨
年
郵
政
省
か
ら
霊
認
可
四
月
に
開
局
す
る
エ
リ
ア
は
、
長
に
な
れ
ま
す
。

を
受
け
て
い
ま
す
。
出
市
街
地
の
第
一
区
と
第
二
区
で
た
だ
し
、

N
R
K
の
カ
ラ
l
受

都
市
裂
C
A
T
Vは
、
現
在
放
す
で
に
、
県
内
で
は
、
横
浜
す
(
上
表
)
O

第
三
区
以
降
は
、
信
料
と
鎗
星
放
送
霊
抑
制
は
従
来

校
さ
れ
て
い
る
番
組
(
地
上
波
)
市
、
川
崎
市
の
一
部
で
一
始
ま
っ
て
順
次
拡
大
し
て
い
く
方
針
で
す
。
ど
お
り
(
月
額
二
千
円
)
支
払
う

い
ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
市
、
大
和

C
A
T
Vを
見
る
に
は
、
ま
ず
こ
と
に
な
り
ま
す
ο

(
お
表
愛
照
)

錦
宮
八
、
蛇
直
幸
市
、
相
撲
原
市
、
伊
勢
競
市
、
小
加
入
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
マ
問
い
合
わ
せ
・
市
高
度
療
報
化

、
西
町

町
町
、
堤
防
叫
台
、
広
田
原
市
、
寒
川
町
で
は
、
事
業
会
ま
す
が
、
費
婦
が
か
か
り
ま
す
。
推
進
室
(
内
線
六
一
一
一
六
)

約
松
田
、
石
油
応
湾
社
が
設
立
さ
れ
、
間
開
局
こ
司
、
フ
て
こ
れ
ま
、
専
問
J

チ
ャ
ン
ネ
ル
醐
購
入
・

5
C
N
篭
務
幻

l
一一一一一一一

見
者
丁
堂
開
怖
や
朋
石

J
q
f
L

』

F

)

、

4

中

、

、

松

千

?

齢

可

制

町

町

~

、

里

平

、

、

緩

等

)

)

引

い

野

中

止

1

町

中

華

浜

台

欽

溺

報

気

〕

額

)

立

木

、

、

ケ

浜

巧

)

〉

洋

〕

)

清

夫

楽

丹

、

複

町

丘

袖

一

高

原

断

ス

ス

(

函

ス

訴

(

音

ス

ス

ス

伺

日
門
岡
呪
規
制
丘
ム
前
崎
一
一
一
均
一
一
川
一
紙
一
位
制
ペ
ル
劃
一
一
一
料
ピ
ピ

M

Y

豊

体

護

、

vu
ヶ
、

2

1

2

ニ

ニ

ン

活

ニ

ル

ン

ワ

ネ

学

ニ

ニ

ニ

ン

レ

レ

J

ペ

フ

、

入

、

原

醐

陽

堤

ヤ

第

第

内

外

ヤ

臼

経

ネ

ヤ

ヤ

ン

(

字

字

字

ヤ

テ

テ

川

ン

リ

揮

馬

分

子

一

寵

夕

領

内

皇

差

額

一

時

チ

(

臼

ン

チ

シ

ャ

Y
文

文

文

チ

合

育

ピ

ピ

日

京

奈

丹
市
一
日
賦
一
一
山
間
U

U

お
ど
己
主
語
謀
議
行
総
詰
立
さ

糊

沼

サ

馬

官

ヰ

問

問

問

旧

日

ト

M
m
一一

h

M
日
出
一
抑
制
一
昨
働
問
問
団
一
向
万
円
弥
行
総
一
以
開

げ

1

町
、
《
、

抽

出

品

咲

町

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
u
ロ
U

M
お
お
幻

M
m
m
n
n
n
M
お
お

新
し
い
情
報
媒
体
で
あ
る
、
通
信
衛
星
時
代
に
対
応
し
た
都
市
型
C
A
T
V
(有
線
テ
レ

ビ
)
局
の
「

qと
N
-
が
四
月
に
開
局
し
ま
す
。

S
C
N
は
、
湘
南
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

株
式
会
社
と
い
い
、
市
や
藷
工
会
議
所
、
市
内
交
止
業
な
ど
が
出
資
し
F第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
の
会

社
で
す
。
七
月
か
ら
本
放
送
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
主
な
概
要
を
お
知
ら
せ
?
》
革
し
よ
う
。

日;;担当jUjiji 懇話Zh
iiiii対話訴事刈欝鰻;ifiii;
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お
の
苓
奨
文
化
祭
俳
句
大
会
の
取
材
態
脇
親

友
下
の
写
築
棺
襖
州
い
か
だ
下
り
の
簿
手

市
広
報
課
で
創
制
作
し
た
ど
デ
オ
て
こ
ら
れ
た
柳
下
ツ
ヤ
さ
ん
(
吉

二
本
が
、
一
月
二
十
七
日
と
二
月
際
)
キ
h

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風

十
日
の
午
前
十
一
待
問
十
五
分
か
に
紹
介
す
る
。

ら
テ
レ
ビ
禦
常
川
革
製
さ
れ
る
。
〔
夢
み
て
+
離
れ
平
擦
の
イ
ベ
ン

ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ト
仕
組
問
人
(
い
か
だ
下
り
)
〕

ひ
と
つ
は
、
イ
ベ
ン
ト
ブ
ロ
デ
マ
放
映

E

1
月
幻
日
(
土
)
午

ヱ

1
サ
i
講
座
を
卒
業
し
た
方
々
前
日
以
降
必
分
1
ロ
時
(
お
分
間
)

が
計
画
し
た
吋
相
撲
川
い
か
だ
下
マ
放
送
路
一
フ
レ
ピ
神
奈
川
(
す

り
」
を
ふ
ア
1
マ
に
、
山
出
場
し
た
人

V
K
)

た
ち
の
作
業
閉
山
祭
や
苦
労
話
を
紹
〔
繍
棚
慌
の
え
に
生
き
る
畿
胡
聞
の

介
し
な
が
ら
当
日
を
迎
え
る
様
子
誇
(
川
柳
下
ツ
ヤ
さ
ん
)
}

を
。
そ
し
て
、
当
臼
は
:
。
マ
放
日
吹
田

2
月

ω包
(
土
)
午

も
う
ひ
と
つ
は
、
明
治
、
大
前
日
終
必
分
1
立
時
(
お
分
間
)

正
、
昭
和
の
撤
動
の
中
を
、
女
手
マ
放
送
局
テ
レ
ビ
神
奈
川

ひ
己
つ
で
一
農
事
苓
三
育
て
一
等
に
な
お
、
放
映
し
た
ビ
デ
オ
は
、

追
わ
れ
な
が
ら
も
、
懐
中
古
見
つ
け
密
書
線
視
聴
覚
ヲ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

て
は
俳
句
を
詠
み
、
力
強
く
生
き
貸
し
出
す
。
ご
利
用
を
。

みなさんのお住まいのiliくで、
正月];引さをけら}，~るよう

三党 を開没している。

哲IJi!，，-， 3 f]ヵ、ら 5.k]

所二本庁舎の窓口が混雑する。お近く

口センターを利用していただきたい 0

・開設場所駅前市民窓口センター

N ヒ jレ lo~m、大野、豊田、神田、

島、金[日、金百、 七f設、吉沢、国北、

倒的公民館内市民窓口センター

-開設時間 半日午前 9時~午役 58"年

(その外は投所本庁舎と同じ)

取設業務戸籍謄 .j什本住民禁、印

鑑登録Z正明、身分説明、税務誌明、年
金現況1語なと
・閉、会h 什体 苦手;官民窓L]センターお

(内線234)

十
一
月
一
…
十
七
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
事
雲
定
例
会
は
、
一
月
十
五
日
書
在
終
え
開
会
作
「
不
議
乃
高
嶺
」
契
約
金
一
は
追
分
七
号
線
お
よ
び
中
原
七
号
一
防
災
対
策
費
と
し
て
百
二
十
七
万

一
額
八
千
二
百
四
十
万
円
:
株
式
会
一
線
の
用
地
費
二
一
億
七
千
百
七
十
七
一
円
、
教
育
費
で
は
仮
称
新
金
回
公

一

さ

れ

た

。

今

整

官

で

は

、

昭

和

六

十

一

一

一

年

度

の

決

算

の

認

定

を

は

じ

め

、

職

員

の

給

与

改

定

や

一

一

一

一
社
品
光
一
万
円
の
外
に
、
大
島
明
石
線
フ
口
一
民
館
の
初
年
議
芥
費
一
ヰ
四
百

物
口
町
費
契
約
の
締
結
、
空
予
算
な
ど
ニ
ト
六
案
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
昭
和
六
一
マ
河
岸
凶
劉
産
会
議
い
一
ム
ナ
l
ド
整
霊
東
の
調
査
費
と
一
手
万
円
、
昔
落
語
絵
画
の
購

十
三
年
度
の
決
算
の
罰
則
定
に
つ
い
て
騒
審
査
と
な
っ
た
が
、
そ
の
外
暴
言
霊
長
一
契
約
金
額
六
千
万
円
室
主
し
て
一
一
子
山
男
内
主
と
し
て
一
人
費
一
千
四
百
万
円
な
ど
が
あ

り
可
決
さ
れ
え
ま
た
、
最
終
日
に
追
加
重
量
呂
公
害
地
の
取
得
)
が
提
案
さ
れ
、
一
上
回
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ご
い
る
。
一
る
。

一
一
〉
問
中
川
政
作
「
荷
宮
崎
博
…
一
ま
た
、
消
防
費
で
は
地
露
等
の
一

こ

れ

も

原

案

ど

お

り

、

可

決

さ

れ

た

。

主

な

議

築

は

次

の

と

お

り

。

一

契
約
金
額
四
千
七
百
万
円
章
一

j
l
i
l
l
-
-
j
i
-
-
t
i
l
l
-
-
i

F
f鶴
纏

行

っ

た

も

の

。

五

伴

い

諮

負

金

額

を

変

更

す

る

必

一

会

社

ア

イ

シ

l
エl
章

一

7

8

欝

畿

響

機

i

、

〔

市

立

幼

稚

園

の

保

護

等

の

一

婆

が

生

じ

た

た

め

、

工

事

務

喜

一

議

震

義

一

災

害

す

り

ぜ

う

つ

欝

機

一

一

一

2
2
2例笠
宮

一

約

の

童

書

っ

た

も

の

。

証

言

語

地

と

し

て

一

2
ヌ

ミ

J

一

一

一

樹

齢

糟

一

止

}

〔

物

議

ス

議

の

締

結

〕

一

書

す

る

も

の

。

喜

市

北

金

百

一

部

日

は

文

化

財

防

火

デ

j

護
欝
欝
配
信
立
一
幼
稚
留
の
入
襲
お
よ
び
一
物
品
購
ス
契
約
に
つ
い
て
い
一
四
七
一
外
、
富
雑
種
地
一
一
九
一

一
吋
い
鱗
欝
観
保
育
料
に
つ
い
て
豆
蚕
二
年
四
一
ず
れ
も
予
定
震
が
二
千
万
円
を
一
一
ウ
一
一
一
六
事
長
、
取
得
予
定
一
一
月
一
一
土
谷
室
は
、
旦
長
}
え
な
け
れ
ば
な
ら
ば
い
大
切

謀
議
離
轍
麟
掛
月
一
白
か
ら
引
き
上
げ
る
た
め
、
一
超
え
る
た
め
議
決
を
求
め
た
も
一
価
格
ト
億
九
百
六
十
八
万
一
千
百
一
和
二
十
室
長
警
書
量
一
な
も
の
。
…
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害
か
ら
守
一
該
当
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害

警

護

霊

:

章

改

正

葬

っ

た

も

の

。

一

の

。

一

六

言

、

需

品

千

万

平

塚

市

一

泌

が

焼

損

し

た

日

に

あ

た

る

た

…

み

な

さ

ん

も

こ

の

文

化

財

防

火

一

る

よ

う

心

掛

け

て

い

た

だ

き

た

一

季

肢

を

号

、

軍

事

警

警

警

鱒

針

浴

立

公

民

館

の

設

寵

お

よ

び

一

マ

著

書

絵

画

横

山

大

観

一

芸

品

川

喜

美

八

人

一

め

、

こ

の

日

を

文

化

喜

多

i
F
を

契

機

に

、

長

い

雲

の

中

一

ぃ

。

一

へ

お

申

し

出

莞

暴

露

防

護

等

に

鶴

す

る

条

例

の

一

部

を

一

j

一
(
文
化
庁
a

消
防
庁
)
と
定
め
、
一
v

返

品

さ

れ

た

文

化

財

を

大

切

一

一

問

い

合

わ

せ

は

、

福

祉

総

務

課

離

議

襲

撃

改

喜

一

路

鰭

3
千

万

丹

を

補

一

比

五

こ

の

日

を

中

心

と

し

て

、

全

一

j
t
j
j
I
l
l
i
-
-

一
塁
塁
内
線
一
一
一
一
)
へ
。

ι

議

機

畿

鱒

鵜

鱗

繍

懇

建

建

設

を

一

進

め

て

い

る

仮

称

新

金

一

一

ノ

ー

一

図

的

に

文

化

財

日

出

火

運

動

が

展

開

一

議
鱒
何
日
日
野

UUれ
U
M純
一
金
十
日
一
何
時
特
許
一
日
目
立

U
E
d
u
i
-一
部
許
融
公
聴
会
開
く
一
国
長
年
金
量

殺
綴
臓
器
給
与
に
関
す
る
一
に
、
併
設
す
る
宮
市
高
島
一
の
警
に
伴
~
是
正
J

な
ら
び
に
一
と
、
一
撃
計
の
予
算
譲
は
六
一
財
と
し
て
、
主
沢
松
孝
境
内
一
市
建
区
域
お
よ
び
市
街
化
調
一
室
お
よ
び
公
穂
会
主
亨
見
室
一
良
団
体
を
表
彰

条
例
安
部
義
主
五
料
を
定
め
る
;
必
要
な
改
一
平
成
一
一
年
度
に
備
え
て
の
準
織
的
吉
士
九
億
六
千
丘
直
一
一
十
四
万
互
に
あ
る
主
不
動
明
王
立
像
、
南
一
整
最
長
す
る
都
市
計
泊
(
線
一
べ
た
い
庁
は
、
…
月
二
十
」
ハ
日
一

昨
年
八
月
四
自
の
一
国
家
公
務
員
一
苦
行
っ
た
も
の
。
五
重
、
そ
の
霊
堂
警
主
主
主
っ
た
今
回
光
明
寺
境
内
に
あ
る
本
堂
内
一
引
き
は
、
ま
よ
い
ま
ち
づ
く
一
(
金
)
ま
で
に
都
市
計
画
課
(
内
一
塁
年
金
制
度
施
行
一
ニ
ト
周
年

に
対
す
る
給
与
改
正
の
人
事
審
一
変
革
襲
警
の
重
一
る
諸
経
費
に
つ
い
て
の
補
正
喜
一
主
な
内
容
を
み
る
と
、
霊
安
一
蔚
〈
ず
)
F、
空
軍
警
喜
一
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
暴
と
一
線
四
二
八
)
へ
。
一
を
記
念
し
て
翼
年
金
重
の

告
に
ぎ
て
市
職
員
の
給
与
改
一
総
合
議
題
産
基
の
建
一
を
行
っ
て
い
る
。
一
で
は
一
一
か
年
継
続
事
業
で
蓄
す
聖
書
つ
)
雪
作
話
、
数
一
な
っ
て
い
る
。
一

l

一
実
績
が
優
秀
な
民
間
地
区
議

室
行
う
た
め
、
必
愛
な
改
正
宣
言
あ
た
り
、
消
費
税
法
の
響
一

ζ
の
結
果
、
一
般
会
許
で
は
、
一
る
察
室
電
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
一
多
く
の
文
化
財
が
あ
る
た
め
、
互
こ
の
程
、
そ
の
線
引
き
を
霊
…
一
(
納
付
組
合
)
ゃ
、
年
金
の
普
及

7
1
(柴
原
ホ
ー
ム
)
の
惑
抗
議
一
で
も
、
毎
年
こ
の
臼
に
あ
わ
せ
て
一
ず
る
霊
が
で
き
た
た
め
、
章
一
農
林
業
調
査
一
善
治
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表

…
喜
一
億
二
百
平
一
一
一
万
円
宝
石
、
県
、

Z指
定
い
」
な
っ
て
い
一
さ
ん
に
長
是
認
き
す
る
た
一
に
ご
協
力
を
一
警
れ
た
o
A
L巾
関
係
で
は
伐
の

び
済
生
ム
E

平
墾
病
院
の
増
改
築
に
一
る
重
要
文
化
財
が
防
火
基
準
に
あ
一
め
の
公
費
芸
品
開
く
こ
と
に
な
っ
一
一
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

伴
い
蓄
さ
れ
る
六
去
の
老
人
一
っ
て
い
る
か
検
査
を
行
っ
て
い
一
た
。
ぜ
ひ
、
長
見
を
お
寄
せ
い
一
票
率
警
は
、
全
閣
の
農
一

V
安
保
険
げ
喜
一
表
彰
義
」

保
険
施
設
整
備
の
助
成
に
五
千
万
一
る
。
一
た
だ
き
た
い
。
一
家
・
林
家
(
山
林
を
保
育
す
る
世
…
納
税
段
畜
級
品
川
護
巴
打
開
阿
木
納

円
を
計
上
し
て
い
る
。
一
文
化
財
話
芸
努
力
に
よ
っ
一
三
持

2
日

当

主

午

後

五

、

事

業

惨

な

ど

を

蓄

に

一

主

義

合

次
に
農
林
本
援
護
で
は
、
漁
一
て
維
持
さ
れ
、
長
短
号
室
一

2
時
1
4時
一

世

界

農

業

ゼ

ン

ザ

ス

霊

成

二

一

マ

神

奈

川

県

知

事

表

彰

襲
警
菜
返
る
調
査
費
と
し
豆
け
織
が
れ
て
き
た
も
の
で
二
二

V
事
実
公
民
館
ホ
ー
ル
一
年
一
一
空
白
雪
で
霊
す
る
。
ア
翼
年
金
委
員
{
害
警
、

て
二
千
二
十
九
万
円
、
ト
示
資
で
一
れ
ら
を
よ
り
よ
く
深
存
U

て
後
役
一
な
お
、
変
更
素
家
(
罰
必
)
の
一
こ
の
調
査
同
議
林
業
の
実
態
を
一
点
道
会
、
久
永
弥
一
二
郎
、
内

i

l

i

l

i

-

-

一
明
ら
か
に
す
る
阻
最
も
基
本
約
な
統
一
塁
、
佐
藤
ヨ
シ

!

A

4

7

場
所
連
投
総
務
諜
(
内
線
組
一
計
調
査
て
結
果
は
告
や
地
方
公
一
「
J
ド
H
川パ

j
L
1
H
-
H
4
いれ

新

規

登

鋸

業

者

を

募

集

…

一

一

一

八

)

一

益

体

を

は

じ

め

各

事

引

広

く

一

一

一

作

健

一

…

〉

金

額

一

部

約

百

円

一

利

用

さ

れ

る

。

一

一

一

に

際

主

一

一

年

度

の

一

物

語

係

と

建

一

三

盟

一

情

勢

章

一

議

官

官

室

す

る

一

対

象

世

帯

に

は

一

月

Zに
調

一

…

一

問

問

脚

設
工
事
一
関
係
の
入
札
語
、
お
よ
一
品
開

2
月
5
臼

(
5
1
9
二

議

菱

重

一

重

が

お

問

い

し

、

農

林

業

の

経

一

一

一

尾

治

総

経

び

一

学

校

給

食

用

食

材

料

品

入

を

石

室

、

百

五

占

百

三

議

用

紙

の

配

布

吾

状

況

な

ど

を

お

尋

ね

す

る

。

三

一

一

重

闘

士

毒

さ

れ

る

霊

登

絞

警

章

一

(

金

)

で

期

間

1
易

自

主

生

協

力

党

…

二

議

怖

だ

け
付

L

。

一

e

時
間
午
剖
百
一
昨
1
江
一
時
お
一
日
(
金
)
一
詳
し
く
は
、
総
躍
的
課
統
計
羽
根
金
一
一
一
つ
刊
。
…
間
後

な
均
一
一
年
ご
と
(
今
回
準
一
分
、
基
1
時
1
4時
一

二

時

間

午

前

9
時
よ
後
み
玄
(
喜
一
一
郎
八
)
へ
c

一二

y
h
f
m三

成
元
年
度
1
二

年

度

)

の

登

録

制

一

・

場

所

用

度

謀

(

喜

一

一

二

三

部

分

一

j

i

l

:

一
一
一
員
三

L
M
m
M

あ
な
っ
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
登
一

V
金

額

一

部

一

二

百

円

マ

申

諮

問

紙

の

受

付

一

j

j

一
一
一
会
し
日
務

l
滋

録
さ
れ
た
警
の
申
請
は
必
要
な
一
芸
官
自
重
す
る
て
慰
問

1
品

目

(
g
j一
旅

客

運

賃

の

欝

喜

一

一

戦

闘

戸

十

時

み

い
ο

主

義

援

一

月

2
日

(

金

一

議

喜

一

じ

ん

)

識

な

ど

に

間

三

船

慨

品

{

物

語

緩

銭

マ

申

請

用

紙

の

頒

ん

了

待

問

配

布

日

と

河

じ

一

陣

容

の

あ

る

方

に

、

二

月

一

日

か

市

下

船

挙

民

一

申

マ

対

象

物

品

、

部

殿

、

ピ

の

・

ー

イ

ゴ

場

説

教

育

一

ら

τ
J
R
や
私
鉄
、
昨

婦

な

ど

(

市

民

出

廷

を

含

む

)

じ

(

内

線

丘

一

二

)

一

円

ム

が

実

一

胞

さ

れ

る

。

心
一
輯
法
樺
相
談

1
月
日
日
(
ホ
)
、
担
日
(
水
)
、
出
日
(
ホ
)
、

2
日月
7
日(水)、

H
日
(
本
)

予
約
制
(
電
話
で
も
巧
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
受
認
、
世
託
、
開
競
相
談

2
月
9
日
(
金
)
、
日
時
S
M時

〈
〉
一
観
市
民
摺
談
年
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
四
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
・
第
2
4
第
4
土
曝
ほ
除
く
)

〈Y
為
費
生
活
相
談

1
月
四
日
(
金
)
、
羽
田
(
金
)
、

2
月
2
5
(
金)、
9
日(金)、
9
時
4
3
M
時

〈〉一定刷同年金相談

2
角
8
日
(
本
)
、
日
時
3
日時

人
〉
発
明
帯
議
特
許
棉
談

2
月
5
日
(
月
)
、
日
時
1
日
時

。
下
縁
取
引
相
談

1
月
訪
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
1
日四時

。
住
宅
綴
談
(
新
築
補
倍
な
ど
)

1
月
日
日
(
火
)
、
口
時
1
日時

を
務
少
年
抑
制
談
慈
市
民
ゼ
ン
タ
1
1
)

鈎
j
七
一
一
一
一

月
ら
金
曜
5
9
時
3
日
時
土
曜
日
は
江
時
ま
で

心
悩
吋
再
ご
と
は
9

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

i
七
八
一
一
一
。

月
1
土
曜
日
9
時
t
I
M
時
部
分

議

後

会

銭

的

ω
i一一一一一一一一一一一

〈
〉
心
配
ご
と
相
殺
毎
週
月
曜
j

目
、
同
時
1
日
時

。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
T
J
相
談
室
月
〈
、
金
曜
日
、

9
時
S
M時

(
土
曜
ヨ
は
ほ
時
ま
で
、
第
2
*
第
4

土
曜
日
そ
酷
く
)

。
結
婚
相
緩
聾
週
日
曜
日
、
日
時
1
日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
子
相
談
毎
遇
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
M
時

。
翠
鹿
児
議
韓
談
毎
濁
月
1
金
曜
日
、

9
時
i
M時

。
高
警
官
機
構
珊
相
畿
包
週
刊
H
1金
曜
日
、

9
時
担
分
tI
同
時

(
j
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
・欝
4

i
曜
け
を
除
く
)

。
捕
人
抑
制
談
毎
月
第
3
ト
ホ
瞳
日
、
問
時
1
日時



窒悪462霊雪

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課
L
I

一

一

マ

対

象

神

田

保

育

園

明

治

組

員

叶

一

地

係

(

内

線

一

一

八

八

)

…

一

一

「

一

…

持

一

日

時

F
t滋
警

護

豪

校

一

一

¥
F
4ょ
っ

雲

行

わ

れ

た

語

監

査

に

圏

、

3
2
一
一
公
需
露
と
し
て
寄
れ
て
一

二

》

/

/

一

…

つ

い

ご

霊

山

委

員

小

宮

慶

弔

マ

護

施

設

の

維

審

理

じ

る

と

地

を

一

号

さ

れ

て

い

る

方

…

二

!

げ

怖

い

つ

氏

、

富

政

夫

氏

、

長

洋

一

一

一

良

好

に

行

わ

れ

て

い

た

置

い

一

は

、

そ

の

真

部

分

主

筆

し

、

一

二

〆

、

よ

f

ご
ま
ら
誌
と
お
り
警
が
あ
(
備
品
)
の
場
、
審
良
一
一
登
記
が
完
了
し
た
ら
民
主
て
い
一

二

/

潟

吹

ご

っ

た

。

好

に

行

わ

れ

て

い

た

一

ぺ

た

き

た

い

。

一

二

/

/

(

¥

一

一

門

監

査

公

表

第

弘

之

…

一

窟

け

山

田

の

あ

っ

た

上

段

が

公

一

F

一

パ

↑

ヤ

テ

;

:

一

;

町

一

一

共

に

役

立

つ

浸

綴

と

な

っ

て

い

れ

一

ι問問
E
E

一
所
得
点
っ
し
工
品
重
量
一
問
、
特
別
土
地
保
有
税
が
諜
せ
ら
一
ば
、
届
け
出
の
翌
年
時
明
言
葉
ー
一

(

さ

ま

で

と

な

っ

て

い

る

。

2

時

1

4

時

一

時

、

主

1

時

1

3

詰

分

納

税

が

必

要

と

な

る

。

一

定

申

告

を

す

る

γ

一

と

が

必

要

と

な

一

れ

る

。

一

震

い

と

な

る

。

…

三

月

に

入

る

と

、

宏

暴

[

マ

ム

広

場

平

一

マ

会

場

市

役

所

市

民

ホ

1

去

、

明

皆

様

匁

一

る

o

V

対
象
露
目
い
か
五
百
平
方
れ
以
一
向
い
ム
呂
志
、
童
謡
ぜ
ん
一

守

口

七

翌

日

一

一

千

五

百

一

号

越

え

完

封

一

詰

所

得

税

、

事

業

税

、

一

撃

税

率

&

問

日

刊

誌

1
託

子

計

十

一

一

廷

判

持

一

HEuud一M
T
I川
!

日

目

;

パ

一

四
あ
る
の
で
ま
り
に
申
告
を
済
ま
せ
…
安
明
与
を
ー
か
市
川
か
ら
受
け
一
小
山
万
円
を
超
え
る
方
一
?
喜
一
税
の
主
暑
の
書
き
方
…
平
成
一
月
年
中
に
六
十
万
円
を
績
一
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
た
め
に
は
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
一
地
係
(
内
線
一
一
八
八
)
一
一

一

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

号

号

、

給

受

附

得

以

外

の

各

昌

一

一

ま

た

建

主

章

一

原

支

部

で

一

え

る

ム

議

、

土

地

、

y請

な

ど

の

一

一

受

号

あ

っ

て

も

、

喜

手

続

き

一

一

教

育

委

員

会

で

一

一
万
九
長
吉
野
一
帯
主
げ
ら
れ
る
方
一

E
Y
-
-川町民
Hun--技
庁
戸
時
日
案
書
(
率
一
日
刊
誌
は
一
奨
学
生
を
募
集
一

τさ
に

よ

る

還

付

申

告

を

さ

れ

一

一

{

奪

宏

一

回

薬

会

主

超

え

る

経

済

的

主

を

受

け

た

一

お

よ

び

ゴ

ル

フ

会

員

権

な

ど

の

資

瓦

勾

一

羽

G
O
E
ご

絶

望

一

教

育

委

員

会

で

は

、

毒

事

一

一
円
五
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
税
務
一
す
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
方
明
」
、
一
マ
お
万
汚
を
問
中
三
医
療
泊
客
室
一
マ
日
穏
2
月
7
臼
亙

1
9
一β
は
、
二
河
一
日
か
ら
一
二
月
2
1
丘
一
容
冬
護
し
た
方
は
、
そ
の
列
の
一
を
。
一
市
街
山
花
広
域
間
ど
あ
る
曲
第
の
一
に
あ
た
り
護
主
鈴
鹿
を
設
け
て
…

件

費

、

受

け

付

け

て

い

る

。

一

次

に

該

当

す

る

場

合

同

確

定

申

払

っ

た

方

一

臼

妻

、

言

(

火

)

一

一

中

て

納

税

が

委

譲

予

)

と

一

い

る

。

奨

学

金

の

支

一

誓

希

望

さ

一

七

同

日

訪

れ

一

民

主

計

十

円

前

一

語

日

1
1主
持

詰

i
u
一

欝

理

資

産

の

出

申

告

舎

一

日

日

封

印

訪

日

J
M
J一
d
d
L一
民
一
一
日
一

一
の
申
告
は
不
要
と
な
る
。
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一

1

!

L

V

会

場

市

役

所

市

民

ホ

ー

ル

一

一

一

一

}

臼

(

土

)

ま

で

に

申

台

妻

。

一

学

校

に

お

申

し

出

を

。

一

乏
fQ警

硝

舎

の

議

奪

三

S
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
一
一
撃
笠
間
の
事
会
わ
せ
党
二
要
議
室
一
市
内
に
事
務
所
(
要
望
丸
一
月
一
品
廷
の
償
却
裏
を
一
月
…
J

引
き
続
き
望
室
税
が
課
税
さ
一
マ
対
象
雪
国
一
児
童
に
紘
一
白
星
主
主
け
ら
れ
る
方
次
…

ふ
ふ
増
税
務
一
警
所
得
第
1
部
門
一
マ
日
終

2
5日
(
金
)
、
ぬ
一
所
、
工
場
き
が
あ
る
霊
童
一
一
土
一
日
(
混
成
一
一
芸
ざ
ま
一
ち
守
一
と
が
あ
る
。
ご
注
意
を
。
一
変
換
な
ど
に
よ
り
、
市
街
化
広
域
…
の
全
て
の
条
立
)
満
た
し
て
い
る
…

(
電
雲
一
泊
0
0内
線
二
一
三
月
)
ム
日
芸
一
主
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
で
に
出
合
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
一
問
い
合
わ
せ
は
、
意
護
家
一
内
で
農
地
と
な
っ
た
竜
安
一
こ
と
①
平
塚
市
民
害
事
一

ハ

八

)

一

一

一

な

っ

て

い

る

。

例

年

窓

口

が

混

雑

一

審

(

喜

一

八

五

)

へ

。

一

議

警

所

有

さ

れ

て

い

る

方

が

一

義

柔

警

高

校

へ

進

学

す

る

一

喜

市

民

税

喜

徴

収

一

一

法

定

習

書

の

提

出

を

一

寸

る

た

め

、

で

き

る

だ

け

一

月

一

一

一

Zら
れ
た
後
で
、
葬
式
一
③
経
済
的
に
図
っ
て
い
る
章
一

係
(
喜
一
こ
え
1
一

一

七

一

二

三

(

土

)

ま

で

に

申

告

ぞ

い

て

住

宅

用

地

に

変

一

完

封

主

義

事

希

望

す

一

護

績

お

よ

び

専

が

良

い

③

一

一

法

語

審

議

議

奴

は

」

払

っ

た

ん

育

所

得

議

選

一

さ

を

た

い

。

一

更

し

た

方

は

一

る

農

地

一

君

事

章

受

け

て

い

な

い

一

申

告

の

説

明

会

一

UU)主
五

一

F
E
Z
-一L日
目

見

詰

一

昭

和

六

喜

一

月

一

臼

か

ら

一

時

詰

十

担

見

当

日

時

間

説

話

題

一

と

相

談

会

開

く

一

ω装
置
一
当
選
雲
一
円
。
一
退
職
判
所
得
の
源
泉
徴
収
奪
一
言
言
。
一
平
成
一
一
年
一
月
一
臼
ま
で
に
、
箆
一
市
内
に
お
け
る
一
農
家
告
の
終
一
ヤ
問
い
合
わ
主
教
育
委
員
会

;

一

O
率
一
一
員
)
へ
お
尋
ね
を
。
一
露
関
室
契
約
金
な
主
一
マ
対
象
と
な
る
霊
童
喜
一
言
撃
を
転
用
、
ま
た
は
住
宅
一
霊
祭
九
百
九
十

E
2一
学
護
員
五
一
一
一
一
一
)
一

手
市
お
よ
び
平
塚
税
務
審
会
一
マ
姐
併
出
す
る
万
(
提
出
調
書
)
一
支
払
っ
た
方
(
覇
、
料
金
、
契
約
一
家
屋
を
除
く
一
一
事
業
用
有
一
露
呈
康
一
沼
地
以
外
の
主
主
一
住
宅
用
地
一

j

i

l

l

-

J

i

l

l

j

i

l

一

金
お
よ
び
賞
金
の
支
払
い
裁
選
出
)
一
(
例
え
ば
備
品
、
工
具
、
機
械
い
批
判
一
と
な
っ
た
も
の
の
中
で
、
住
宅
の
…

:

A

-

-

-

i

与

一

を

。

一

言
代
、
家
賃
告
さ
凶
暴
一
奪
三
、
そ
の
審
償
却
費
が
一
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ
ご
い
る
一
一
一
資
先
相
相
談
室
…
J

問
い
合
わ
芸
、
田
益
課
保
育
一

支
払
っ
た
方
(
不
動
産
の
使
用
料
一
車
整
上
、
雲
ま
た
は
量
一
室
否
川
未
満
の
主
に
つ
い
て
一
の
ご
利
用
を
…
係
(
内
線
一
一
五
)
へ
。
一

等

の

支

払

い

読

書

)

一

経

費

と

し

て

也

事

え

さ

れ

る

も

の

。

一

の

税

金

は

二

分

の

一

と

な

る

。

一

一

一

安

宅

建

物

な

ど

の

議

委

立

た

だ

い

芸

で

自

霊

税

、

笠

一

一

月

一

三

木

)

ま

で

に

申

告

一

室

事

務

所

で

は

、

柔

章

一

一

定

妻

支

払

っ

た

方

(

不

動

産

一

白

雲

仙

制

が

警

ら

れ

て

い

る

も

吉

区

童

福

談

室

を

設

け

て

い

る

。

一

一

等
の
譲
り
受
け
の
対
備
の
支
払
い
一
の
は
除
く
。
一
問
い
合
わ
せ
は
、
資
経
一
統
諜
と
一
マ
相
川
談
受
付
日
毎
五
一
議
月
1
会
翠
一

調

欝

)

一

行

V

問
問
い
合
わ
廿
先
緊
遅
続
課
償
一
地
係
(
内
線
二
八
八
)
へ
。
一
日
、
午
前
訪
問
吋
1
午
後
4
時

一

③
上
揃
寸
窪
物
の
売
買
や
援
し
付
一
却
資
産
係
(
内
線
二
九
会
)
一
一
ま
た
、
平
塚
保
薄
弱
(
吋
即
日
の
一

一

一

一

持

続

ゑ

嶋

崎

録

者

貌

一

一

け

の

あ

つ

ぜ

ん

手

数

料

を

支

払

つ

一

一

前

・

議

諮

幻

l
O二
一
…
七
)
、
あ
一

た
方
(
不
動
警
の
士
一
鏡
、
ま
た
一
家
屋
を
取
り
壊
一
紹
和
六
十
↓
…
年
三
一
一
日
か
ら
一
さ
ひ
保
育
湯
河
内
e

霊

平

一

は
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん
手
数
料
一
し
た
と
き
は

τハ1
一
一
単
一
月
一
日
ま
で
の
諮
問
一
一
二
三
七
)
、
八
幡
町
喜
一
幽
(
忍
一

の

支

払

い

調

書

)

…

一

に

、

市

街

化

区

域

内

に

お

い

て

取

一

之

宮

・

電

点

訪

れ

0
0八
回
)
で
一

な
気
安
還
を
支
払
っ
た
方
一
新
。
場
改
築
な
ど
で
家
屋
(
物
一
得
し
た
土
地
の
中
で
、
建
物
や
路
一
は
地
域
資
先
セ
ン
タ
ー
も
併
設
一

が
儲
人
の
場
合
は
不
動
産
業
者
の
一
議
、
車
庫
を
含
む
)
を
取
り
壊
し
一
設
な
ど
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
一
し
、
片
時
験
入
所
や
育
児
情
報
の
援
一

み
が
対
象
と
な
る
。
一
た
と
き
に
、
届
け
出
を
し
な
い
と
一
い
土
地
に
対
し
て
、
向
こ
う
十
年
一
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ご
利
用

(3) 

仏
却
諮
抽
視
で
山
林
、
市
由
民
の
み
な
さ

9
碍

)
tひ
ら
つ
か
ス
カ
f
ブ
ラ

ん
に
市
内
の
施
設
を
見
て
い
た
だ
ザ
1
博
物
館
a

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

く
た
め
の
施
設
見
学
会
を
問
問
く
。
観
覧
1
総
合
公
明
間
(
昼
食
・
レ
ス

今
殴
は
、
総
合
体
音
銭
安
除
い
ト
ラ
ン
大
燦
)

r

h

、
湖
南
平

i
選
出
牒

て
完
一
成
し
て
い
る
総
合
公
帽
畑
中
憲
法
一
敬
除
葉
包
帯
終
処
分
場

L
m

じ
め
、
平
塚
の
景
勝
地
で
あ
る
平
役
所
(
午
後
4
呼
お
分
)

塚
八
景
の
い
く
つ
か
を
議
光
パ
ス
マ
募
集
人
員
一
知
人
(
先
着
服
)

で
ご
室
内
す
る
。
グ
ル
ー
プ
連
れ

V
持
参
す
る
も
の
雨
具
、
昼
食

で
も
参
泌
で
き
る
の
で
お
申
し
込
代

み

を

。

申

し

込

ま

れ

号

h
は
、
は
が
き

マ
実
施
日
2
河
辺
自
(
水
)
に
伎
呪
氏
名
、
年
齢
、
議
謡
番

句
集
合
市
ノ
悠
附
市
長
ホ
ー
ル
午
母
そ
記
天
の
う
え
、
守
山
山
平
塚
市

紡
8
同
時
叫
分
浅
間
同
町
叫
9
1
平
塚
市
役
所
広
報

守
主
な
コ
ー
ス
市
役
所
(
午
前
諜
(
内
線
一
一
一
一
五
)
へ
。

1 ヲ(ホ)~28S( 努〉

今前日時~午後 5時

会主義 中染公緩室哲ギャラソー

号善春の街ひらつかと私

とき 1考(ゴニ)
午後 1時30分~3 持部分

ところ 中央公渓童書ホール

e入金轟無料(希望者は直接会場へお出掛けを)

議篠沢Tこまきさん

。絞霊安認す融緩:場，争倭@⑨恥梅毒肩@ゆ@地昏@器母校

'午言雪8碍から午後10締法で科濁でき誓る

。錦町議主議場

・24時機手話F轄でき雪る

争務脅翼請罪喜 平成 2年 1伺~平成3年 3月31E3

争史認棒ヰ金 1か月1O.OOOf弓(7月分は8，OOOF弓)
海日寝日、祝日、七夕紹問中は利用できない

4参照轟滋若手転 1月臼{月)-31臼ほのまでの潤荷

駐車場と市民相談室、駅前市民窓口センターで配布

争受付 2月 lB(*)-7B(水)までに評議主毒封識で受付

・問い合わせ前書害発公社 電話
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-一

市
の
財
政
は
、
市
民
の
ぜ
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
に
、
国
や
県
の
支
出
金
、
競
冊
一

輸
の
収
益
金
、
市
債
(
侵
入
金
)
な
ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
お
金
が
市
民
一

の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
車
議
室
完
年
度
七
半
期
(
一
長
一
室
四
月
叩
一

同
人

Z口
)
の
室
状
況
を
公
表
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
去
、
市
職
員
票
費
問
一

露
言
状
況
を
公
表
し
た
の
で

5
2
3詳
し

い

ま

は

雪

課

長

た

ず

ね

を

。

一

一

帯
内
円
河
内
円
内
内
円
閉
口
一

池

山

知

脱

却

期

制

州

制

問

1

一

は

お

お

は

同

は

げ

日

山

θ
一

)

れ

は

(

役

相

一

ト

問

問

問

加

盟

問

閉

山

一

回

一

撃
6

2

4

0

7

2

7

2

コ一

羽一

0

7

1

5

1

2

{

鉛

4

3

8

0

一

の

税

税

一

J

費

信

B
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一
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五
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期
に
比
べ
予
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総
額
で
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九
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円
億
八
下
七
十
一
日
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凶
万
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千

党主手渡…総会計議議出

(事本計宅建f{)

60!億邑261万円

68億4，908万円… 35議1790万円
28億6，366)]円

21憶でe438)]内

16億邑526万円
品

9億毛主903万円

4億4，536万円

意Q9ア6万宅

守{領5，ζ)()o万円

土木費

教育費

民生費

総務費

者普生費

公債費

霧支出金

消 立方費

量豊林水産業費

高工費

会費

働費

備費

成元年度各会計制予算
( 9月末日現在)

予算額 構成比

601器量2800方向判官%

753億4185万円 51.3% 

業 482億7068万円 32百%

康保険事業 83憶2175万円 5.7% 

道事業 8億0200万ドJ 0.5% 

事業 98憶8482万円 6.7% 

ンタ 6050万円 0.0% 

害共済事業 6740万円 0，1% 

地方卸売市場事業 2840万円 0.0% 

建l用地取得事業 6億9262万pl 0，5% 

険医療事業 72億 1368万円 4.9% 

会計 114鐙1368万河 7.8% 

1468犠8353万円 100% 

トー 債一四三二
二般市と f意ヰ百十絞市
f司会民主主三内六万会長壁
、言十 る千 ト六言十(
特は人。七合 [9千がイ昔
jjlj 十当 百計億円三人
会三た 三す七でヨ金
訂万り 十る千、二)ーー
は沼に 三と七特十の
ト干す 万六百刻六現
fi八る 内百十会億在
万百と の九二言十六高
丘二、 市十万が千は

~IJ 

広告板は、毛の通勤、通学等に利用する

地下道にあり、自につきやすい場所なのでぜ

ひ、ご利用を。

。広告議掛か所

01費用翼諸問 1か年(4月 1El~3 月 31 仁i)

0料金年額84 ， 000円~144 ， OOO円

o事事講話務鋳 1 月臼~ 1 fl31日

。決定方法抽せんにより決定

く〉申し込み公園緑地課公劉管理晴(内線424)

3汚 2 日(主役)~4 ヨ〈日〉

ス平理 (7 : 00) 高山蕃飛騨民俗竹見学

金者(泊〉 市内究学(障重量、朝市等) 下目

(治〕一一明治村見学一平塚 (19: 30) 

重量潟 41，000円

人員 40人

合わせ地域づくり昔、市民生活保(内綿244)

込み 伊豆箱根トラベルKK (軍尺ピlレH皆)電話21--6058
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軒守口E饗; 一般会書十歳入内訳(雪月末日
メ品川八日~ (m 税 357億3295万汚 594%i臼エ口 -z J諸収入 7糊 m ロ迄れ首 宮喜 襲擁署 E 引使糊栂酔附車料3ヰ円↓い.干手数桝車和料iヰ 9崎億酌0772η万朋円 1川5脱% 

言訂: 員r綬 く ; 霊街l?? 2 :語皐2お誌:3;z2詔:;:詰: 
F品色 f授雪 Jゑ生 E 、 言計f十ト 48幻1告簿憲1口12お5フ万:fF河号 g初gφρ0%
、一三 ω 

一一一一一二一一二二一一一一_":::箇庫支出金 持菅1571万円 64% 

iIRiiPHip-j日 :52悦川 二[ 二一 ~l 計 120儀別防局 20.0%

~ ぷ~ ili;~ 平成元年授の設な事業(9 
参 事 毒事 毒事 i伝染病鯖線開新改築事業(継続事業億0358万円
~ ~ 窒? 繋~1:::佼圏2222(日本閥、総合体育Jffrrz
室は O 鰭 きス、造言語、管環棟毒事 40億 1787万

号室言語ミ 11j立よZZ227体開 6主;::;口
事宗室ズ きせき身体障害者福税対糟 2億 2741方向

ZJ を ァ 薯 v~ 精神薄弱者福祉対策費 3億 84"11万円

手重 荷-tt 干高 i消防ポンプ自動車等整情事業 1億 1附万円{草月末沼務

イ財 くイ 三 tZEごみ分別収集費 2億出17万円
長宅 史書 3農業理境総合幾備事業 1穣45町内

中山同市 亡す一一一一二士て一一一一一一一一 三農業基盤整備事業 意0150万円
7 ま時存者 C 回マ v y v 劃

品1252A謀者重喜男持分守量;ごZftzz設事業 業 15jjl 
量三塁ミぁ占費三エ日目害 義RAi花水小学校校舎2223快事業 抽出l万問
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G2文 ，Q態マ笥マ寒墾ヤ前・(確 E都市計画街路整備事業 4億之3万 UJ

ifi L認( 晶?55liiiK4227設事業 ;2231 
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量三受賞ッ 1 311最高弁キ霊長聖 せi公共下水道整備事業 部管2000閉
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一般会計

特別会計

競輪事事

国民健爵

都市己主連

下ぷ道草

食肉セL

交i重災害

*t主物全t
総合公匡

老人保障

病院事業苦

合計

干主/， -[ 1 
万八
五円
高三
出ノ品

向q
Pナノ込
なド
ンペィコ

五空

(5) 

2
人
の
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う}

E 。
第
1
図
E
H
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

揖
入
場
料
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大
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大
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伶
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祭
)
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時
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光
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水
F
C

H
H
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産
F
C
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売
ベ
レ
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サ

・1
月
刊
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臼
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白
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プ
リ
マ
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一
対
新
光
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ル

O
第
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鼠
サ
ッ
カ
ー
日
本
リ
ー
グ

担
問
入
場
料
は
大
人
一
千
円
、
高
校
生
六
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円
、
小
中
学
生
三

百
円

弱

1
月
幻
白
(
土
)
日
時
東
芝
対
本
田

-
2同
月

4
包
(
日
)
刊
片
時

N
K
K対
訟
下

-
2
月
日
日
(
日
)
沼
野
東
芝
対
ヤ
ン
マ
!

集会場所

び畢E苦]① 般男子の 3km 

②一極kヂの部 3km 
③般のfif2 km③ヌァミリーの部 2km

参加資協に7才il勾ィ1ーイ主、夜勤、花学者で中芋位以 1-

の方。@ファミリーのE刊は、小孝生とその保2著者が

l司じほゴールするごと。

申し込み 1月 23 火)までに体育課(電話 31

306C見向体育館内)へ。電話の申し込みも口J。

05竜野す台骨幹事著書官(電話31-3田 7)
・欄方控霊童霞 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式躍球トザ16時〉、ハレー (16時-)
盆 3月22自(河)午撞1時~午議8時
事 2月 5自{汚 H

• 2 月26日(月) ノノ

童話由に科用できます

ただし、おF再はできません
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合おま手事寄りとのふれあい議選華

平理養護老人ホームでの体験学習と究抗告

・5時 2月12日〈月) 9 時~15時

e 集合 9時、平塚駅

a 対象青年20人〈申込制〉

合体鰭臼 笹遇月糧臼、 2月118

台県立背骨年金館

午1""洩忠明 電話32-7029

平成2ま芋1F吾守 58第 462寄

q 対象 脅年、 般日人ど申込守，iJ)

'参加 4500i'] ラキスト代〉

ず了勝機三重

. fJ担 1 月ゴ ~3 月 13行の毎週火曜日、

19時~21時・全 8 ifJ] 

対象 者年、 一般25人くム待'1>

参刀日米ヰ ヨバ]OG円(テ羊ス

台泌総数雪量

日間 2JJ9 日 ~3 月 16沼の娃i担金日夜口、

19日時、 210寺嶋会 6問

・付象 湾年、 般 15人く閉込傘11)

省参}JO未ャ お)00円

書室内改修

陽系最二べの惑穫である手、患にせまっ ζみるo

a期限 3 J"l 4日(日)まで

投 丸 投>土曜日 14時、口曜日 11時

14時、くE主体〉水・木・七漏日10時・ 11特

命饗喜霊長もコーナー「線文二主毅作品重量J
昨往 Sf.jo体験学智「土器作りjに委主加さ
れた親子山部 (20点〉の作品を展/トダる。

ー期間 1 日 (水)口 (火)

会部鶴田 毎週月曜日、月末、 1月16日、 2

J-]llヨ
合博移強省 宇制捜荒啄 電話33~5111

事霊祭事童家

太撮事をさ基礎から学ぶ。

a 日程 2 月初日~3 月羽田の揮週ゴヨ翠臼、

時~19時30分侮念日田

〈金曜日のみ 9 時~18時5C 汁)

女体倉富田 毎i車丹曜日、月末、 ヱ月日目、 2

丹江田

合宿嘩轄乎254浅間町12】41 電話31-0415

合体験全学童書「髪疫学5!撃を作ろうj

星や-の見える時刻や方角を調べるむに

慣利な星座早見盤を作り、債い方凌練習す

る。

e 日時 2月 3日{二t) 15時30分~18時30分

唱会場博物館科学教室、態上

・定員 20人く申込借ti>

・参加費 200円(材料費)

・申し込み 1月羽田までに往揮はがきで

合プラネタリウム。主主還にせまる

木星に培地面があるむだろうか。今回は太

会こども挟ま盟会

@1月21S (琵) 10時、同時 3'齢、 ん

「クマのブーさんj アニメ3C分

「スノーマンj アニメ26分。2月18臼(釘)10時、 14時、 3構ホ jレ
「こぎつねコンとこだぬきポン」アニメ21分

「ひなまつり J アニメ 10分

才教言語会

。1月28S (，ヨ) 10時、同時 3階ホノレ
「ふるさと 106分

会こどもおはなし会 f彩絵j
a 日時 2月 8臼 〔木) 14際予~

'合場図書鵡 1階こども室

ーおはなし 「ききみみずさんj
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母様盤センタ

中累34~--17 篭話34-，-，03日

駅前パスターミナル5番練 中堅

経由日向岡行または諏訪町経由市

民病院行氏贈センタ 前」一下車

骨平場探健所

j曹原町6--21 ~~活32-0]30

駅前パスタ ミナル 2需繕秦野

f迫づ1-_1 下車

ちゃ人J

第 462管

. 2月 6日 63年 8月 1日寸08生

・2月13日 63年 8月11日-20日生

2月20日 63"三8f-j 21 日 ~31 日生

口説足〕
• 2月 1日 61注目月 1 日~1O日生

・2月15日 61年12月11臼~即日生

・2月22臼 61年12丹羽目 ~31 日生

輔対象元軍 7 月 1 日 ~9 月 30日生

まれの乳幼児のお母さん

調関 2期月象は3か月以上 4歳未

満の手ゐ_lfeo 3 _i恩聞から 8i謹聞の
間隔で3回受ける。

(株)シャシ実験談にま

韓日提 2月16U (金) 3 El間コー

スの 2円日「新米ママのたのし

い子育て」

輯時間午前日時~日時30分

翻第2期第 l期の 3呂田の接楯日

から 1年以上 1勾06か月以内に I

E受ける。 5歳 6か月に達する

まで受けられるが、 4続までに終

fずることが望ましい。

鱒開業医、病院で接種できる。接揖

日は医師とご杷談をの

盟料金無料

購保険証、母子様f焚了三帳を持多

盟会場保耀センタ

;55PJ;;!ifiJfj;;; 
く募集〉 二0)15主ご竺で2巴出7i;tT3こ主_$Jt!rJ)τ;

覇で2立$'"μ山嬰ぷ」山(J)/;J.口;忠芯r泊詰rごア接…け五五三日ごみZニ521議騒騒幾重喜::詰455iLJ分
l 翻保険証、母子挫鹿予帳を持参 轟内容体重制定、史盤、病気、背 盤母子龍蔵手帳本冊・別冊、筆記用 l 調会場保健センター

主2::子許♂F円7午日出山lrr出?詑記Z訂;;忠!12:l]2官OWfmLl言官WfmLl計?奈簿畿濃鎗霊較緩奪駁駁言ミ、 t記語蕊瓦斗みム機 j正主諸£ι訂ι;王訂ιじ仁iJご:「f:fケケfシ判山一一(け明1晴歳

児 蜜議綴繋魂..韓..鴻蕗綴芸彩よ羽耳都s均雪むz範一一一す轟眉露議護畿譲 . 2 Jo-:l 7]:-.'J }疋E年2叩O月 1 司 ~~lO日今 l 喜託i日i用具(令口碍共i通車)入、

望皆 r一一一----j輔さ主滋モニター帯融ー……~(門館~~ ~ 墾マ )VV均 i実マ訴てミ22ムの時
日習得 ;消費生活に認すは完や提案主いたで北信長会計問委譲芸諸島訪3ji量産量
ifぬ::23!若手lift日記長iiiiPFi111ijillzfiiパ
討"l..'eer ! '2)'1三三tytiff史<Olll!̂'差別5)「議 す14立HRRZき

~ 

iii詩吟明言喜子1寺認め安委;年同hb門司:uh司芸員市がさ詰雰提言へくト uZフ d 一口頭ig議iiEE保許需主qA関空司星雲しをんHAP潤
Tp ipifufi革iH!?!?与ha星人記者向sif草月日
妻22-2詩露29争玉音霊;雪i~計三防長時計?と何 事管支雲世
主重量 2 3君主 三63v主主潤 li芸品自民qS完封サ弓皇 室会

霊ii?iiizfitfFiii詰22ji白書iif;gi警isilHAZ葉は;汗?軒
以つ;if;;!?hhjiiLif(211iriJi!15iE125ii;22iiiiE 
22 il5232?幸町計三主 Zl?ドFi。暴言iJ~;♂24毒需献長守z
t:3望号害義↓へ… z差益三長言(~マエド皇 室主主主2記長血 ぉ33蓄量

{護霊祭と塁。務}

@務葬寺 fl2S羽 (主主) (火)
午前日時~午後6時 30分

@会議ひらつか?育祭ブラザ
，内容①展示(訪韓市民の織影した写真、

美術品@民芸品等の鰻示等)

@~O売(韓閣の民主主品、雑貨、食品等)

{選者演会}
-日時 1汚26日(金)午前10時~

舎会主覇 市民センター会議君主

・内容韓国文化の特徴

組総務東海大学文学部助教授吉野誠

議問い合わせ 市民センター憲章言書32-2235

タママ 1 マすれ|マ~ 32 v マ指ど中

5112???;;!?1雲bz-iE:ii521525
守義士自同霊童 l昌三令三区 深雪:主主言主雪雪E喜252?ド;cgj;護主義完封;す;ciT25
~金三主義話盗事 響き:5255署長 品
1iiiifii15i円出?組:マ;iiii?iiiiiij?iiJ
詩吟iL?蓬占霊堂 PZ翠;号52言有計百5巧村仔害;

ウィーンハンシュトラウス管致主義窃

本場ワイーンの香り「ワJ ンナ・ワルツj を心ゆ

くまで楽しんでください。

ぎ 11326 ~ヨ{念。〉午後 6時30分

ところ前提センターホール
o揚 霞 美しく膏きドナウ、ピチカート，ポル

力、てアェネチアの一夜、ハンガジ一万

歳/

0入場料 5席 5，000円、 A席4，000円

。曹続発勢市民センタ一、クワトロード、チケツ

トピア、ヤンレイレコ ド、綴Jt屋業器底、サクラ著書底、ヨネザワ難者吾、花水著書感

文栄堂、なでしこ著書房外で発売中 ー問い合わせ 市民センター電話 32-2235
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で
、
簡
単
な
仕
事
が
あ

れ
ば
と
い
っ
て
い
ま
す
。

市
に
は
高
齢
者
の
た
め
の
生

き
が
い
事
支
出
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
事
業
団
の
仕
事
を
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必

婆
で
す
か
。

(
爆
撃
ゑ
議
議
武
子
さ
ん
)

下
l
u

生
き
が
い
事
業

一ー
:
j
L
関
で
は
、
お
年
寄

り
の
豊
か
な
経
験
と
知
恵
を
社

会
に
役
立
て
て
も
ら
う
と
間
同
時

に
、
自
ら
の
ゑ
き
が
い
を
見
い

出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
自
国
的
と

し
て
、
お
年
寄
り
に
適
し
た
仕

事
在
中
む
に
、
企
業
や
家
庭
、

市
な
ど
か
ら
仕
事
を
引
き
受

け
、
会
員
の
希
望
し

F、
ま

た

は
適
し
た
仕
警
セ
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

所
、
酪
出
会

中
入
居
日
4
月
3
日
(
日
)

マ
応
募
期
限

2
月
四
日
(
水
)

応
募
さ
れ
る
方
は
、
臆
歴
書
(
顔

写
真
添
付
)
を
社
会
教
育
課
社
会
教

育
部
(
内
線
五
二
回
)
へ
。

一
F
M削サ
j
フ
刷
出
問
問
問
均
一

サ
1
フ
別
F
M放
送
局
の
デ
ィ
ス

ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
応
募
資
格
国
農
以
土
で
片
瀬
海

岸
の
ス
タ
ジ
オ
に
通
え
る
方

マ
採
用
人
員
同
人

マ
期
間

3
月
中
旬
自
問
円
中
旬

詳
し
い
こ
と
は
市
湘
南
海
岸
整
備

推
進
室
(
内
線
六
阻
む
)
へ
。

平
塚
《
訳
之
時
十
字
事
位
訟
で
は
、

点
字
講
習
会
を
開
く
。

マ
日
韓

2
月
7
日
、
四
日
の
革
週

水
曜
臼
・
全
4
日

・
時
間
午
後
l
時
四
分

:
3時
回

分マ
会
場
福
祉
会
開

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
平
揮
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
話
1

一一一一一一一一三

平
塚
共
揖
持
続
内
属
准
宥
懇
義

で
は
、
准
看
護
学
生
を
鼻
集
す
る
、

門
V

受
験
留
稽
試
験
当
日
に
欄
羽
織

ま
で
の
女
子
で
、
寮
に
入
れ
る
万

マ
試
験
J
口

2
月
日
出
(
木
)
第
1

次
、
日
日
(
人
世
)
掠
2
次

マ
願
害
提
出
期
限

2
月
刊
日

(
土
)
詳
し
く
は
、
時
准
看
護
学
院
(
電

話
忠
一
九
五
O
内
線
七
一
回
)
へ
。

日
赤
救
急
法
講
智
会
が
福
祉
会
館

を
会
場
に
m
聞
か
れ
る
。

講
習
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
6

時
却
分
1
9
時
(
日
曜
日
の
み
午
前

9
時
却
分
《
午
後
5
時
)

{
日
春
教
憲
法
講
習
金
〕

マ
日
程

2
月
日
日
(
円
)
ら
お
巳

(
日
)
ま
で
の
う
ち
の
9
円
問

マ
対
象
会
口
棺
JS加
で
き
る
高
校

生
以
上
り
H

叫
人
(
先
着
順
)

マ
受
講
料
一
千
円

{
呂
事
救
意
志
議
穏
会
(
継
続
ぷ

マ
日
程

2
月
四
日
(
円
)
3
回
目

(
日
)
ま
で
心
う
ち
の
5
H問

マ
対
象
適
任
討
が
有
効
期
間
制
内
の

方
刊
人
(
先
肴
舶
)

マ
受
講
料
宇
千
円

{
自
事
蘇
(
そ
)
生
法
議
留
一
4
E
}

マ
日
程

2
月
日
日
(
火
)
S
M
日

(
日
)
ま
で
の
う
ち
の
4
日
間

マ
対
象
全
円
程
参
加
で
き
号
高
校

生
以
上
の
万
四
人
(
先
着
騎
)

マ
受
講
料
一
千
三
百
五
十
円

申
し
込
み
は
、
社
会
課
管
理
部

(
内
線
一
一

O)
へ
0
1
月
日
口

(
木
〕
か
ら
受
付
開
始
。

件

関

災

講

演

会

門

V

白
時

2
R
4
日
(
日
)
午
前
日
時

守
会
場
中
央
八
台
{
館

マ
横
領
警
鐘
/
東
海
地
震
と
神
奈

川
県
階
部
地
震

マ
問
い
合
わ
せ
市
街
災
課

県
で
は
、
危
積
物
施
設
で
作
業
を

し
て
い
る
危
般
物
取
扱
者
の
中
か
ら

受
講
義
務
の
あ
る
万
を
吋
象
に
、
危

酷
物
取
扱
者
同
開
安
講
相
門
会
を
問
聞
く
。

マ
講
習
日

2
月
訪
日
(
木
)
午

前
午
後
、
訪
日
(
金
)
守
一
日
間
'
午
後

守
会
場
平
理
商
工
ん
号
車
附

マ
定
員
(
訪
日
午
前
a

同
日
午

前
・
訪
日
午
後
)
給
油
坂
扱
所
、
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
以
外
で
作
業
し
て

い
る
万
各
二
百
人
、
一
日
日
午
後
山

給
油
取
扱
所
、
移
動
タ
ン
ク
貯
給
所

で
作
業
を
し
ご
い
る
方
二
百
人

マ
受
付
日
時

2
月
2
日
(
金
)
午

前
9
時
却
分

1
午
後
4
時

門

v
受
付
金
場
県
農
業
会
酷

現
在
六
百
五
十
三
人
(
男
性

四
苔
七
十
人
、
女
性
百
八
十
三

人
)
の
方
が
会
員
登
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

満
六
2

エ
歳
以
と
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
登
録
で
き
、
毎
月
第

一
・
一
一
…
水
曜
日
の
午
前

f
時
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
、
麦
茶
陪
玄
白
談
の
う
え
設
ま
た
、
会
員
が
安
心
し
て
働

録

し

て

い

ま

す

。

け

る

よ

う

に

、

事

業

開

汐

損

害

主

な

仕

事

は

、

賠

償

・

傷

害

保

険

に

加

入

し

た

マ
除
草
、
清
掃
代
大
王
植
木
り
、
技
指
議
羽
田
会
も
行
っ
て
い

の

手

入

れ

ま

す

。

お

気

軽

に

ご

連

絡

く

だ

マ
荷
造
り
、
忽
訳
、
あ
て
名
蓄
さ
い
(
虫
!
塚
市
生
き
が
い
事
業

き

、

事

お

整

理

問

守

電

話

お

二

三

一

一

一

一

五

)

マ
家
事
手
伝
い
、
留
守
番

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
梢
防
本
部
予

防
課
危
険
物
保
(
内
綿
一
一
一
九
二
)

γ
品
川
前

事重量震では653人の人が働いている

(
敬
称
略
)

マ
社
幸
福
祉
基
金
へ
・
花
水
地
広

南
部
長
寿
会
八
千
四
百
一
円
、
み

つ
け
市
出
活
者
一
同
一
万
四
千
託

院
内
、
ロ
人
会
一
一
千
円
、
市
民
ア

カ
デ
ミ
ー
-
市
民
大
学
講
座
受
話
間
生

一
千
九
百
三
十
四
円
、
和
田
利
彦

一
万
三
千
六
百
一
円
、
川
嶋
昭

万
円
、
花
水
老
人
大
学
問
窓
会
六

千
百
七
十
円
、
靖
国
密
雄
四
千
九

百
八
十
一
円
、
半
;
壇
画
工
業
技
術
高

校
一
万
一
千
五
百
五
十
四
月
、
平

塚
工
業
高
校
一
万
二
千
七
百
八
f

二
円
、
梧
葉
会
六
千
円
、
東
京
ガ
ス

平
塚
営
業
所
・
こ
も
れ
び
一
一
万

円
、
豊
田
地
ば
市
民
体
育
レ
ク
リ
エ

シ
ョ
ン
一
万
円
、
武
井
静
枝

五
万
円
、
キ
ヨ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ポ

y
ト
五
万
八
千
四
百
十
六
円
、
(
合
長

男
六
千
三
百
二
十
二
一
円
、
際
資
源

回
収
感
同
組
合
平
理
支
部
六
万
六

千
六
百
九
十
一
一
一
円
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
第
加
盟
一
千
九
百
四

f
七
円
、

木
も
れ
陽
一
万
五
百
円
、
こ
み
の

質
問
化
フ
ェ
ア
寅
一
行
委
員
会
五
万

四
千
五
百
円
、
グ
リ
ン
ザ
ウ
ナ
五

千
六
奇
一
十
一
円
、
錦
Fベ
ム
割
愛
議

会
一
万
九
十
九
円
、
仁
田
弥
寿
子

十
五
円
、
一
一
一
橋
守
五
万
円
、
持
木

鶴
枝
一
万
九
千
八
百
十
円
、
つ
く

υ看
譲
婦
京
政
婦
紹
介
所
一
万

山
リ
、
和
国
ム
メ
子
五
万
円
、
本
門

仏
ι
￥
正
土
行
寺
社
会
福
祉
協
h
A
K
八

万
円
、
府
川
庄
方
一
万
九

T
円、

平
塚
信
用
金
庫
七
手
四
百
円
、
一
川

容
青
色
申
告
会
婦
人
部
二
月
円
、

小
山
町
ト
ラ
八
万
円
、
高
広
箆
院

九
千
五
百
↑
八
円
、
高
本
時
十

万
円
、
み
ね
の
会
五
千
円
、
伊
従

昇
♂
一
万
円
、
車
問
同
明
会
教
団
小
田
原

支
部
七
万
四
千
円
、
明
神
せ
い

四
千
間
百
八
十
円
、
手
理
市
党
民
部

二
刀
一
円
、
杉
山
由
山
ム
同
一
万
円
、
立

花
産
業
四
千
一
一
寸
七
円
、
す
み
れ

会
?
万
円
、
福
祉
会
館
す
み
れ
会

一
二
千
円
、
小
林
一
雄
百
万
円
、

匿
名
一
万
円
マ
児
童
謡
祉
へ
・
磯

崎
勉
一
応
円
守
社
全
措
祉
へ

・
出
明
崎
輝
夫
一
一
千
円
守
交
通

越
市
周
へ
・
県
フ
ロ
ハ
ン
ガ
ス
協
会

湘
南
主
部
平
中
部
会
一
万
六
千
九

百
八

t
五
円
、
小
宮
仁
寸
万
円
ι

、

泉
宗
一
一
千
円
、
小
林
レ
ン
タ
カ

ー
五
万
二
千
九
百
四
ム
円
、
轟
出

麗
美
一
一
千
円
、
平
塚
帝
会
二
万
五

子
百
九
J
I

円

会骨盤j
 
s-どみ

(
敬
称
略
)

マ
み
ご
り
基
金
へ
・
平
埠
持
花
去

五
万
円
、
平
塚
た
ば
こ
高
業
協
同
組

合
蛸
人
部
十
万
円
、
古
川
一
一
揖
王
代

一
一
一
万
円
、
閣
商
品
会
一
万
六
千
百

五
↓
一
一
一
円
、
端
央
建
設
耐
組
合
理
支
部

一
力
一
千
六
百
オ
八
円
、
中
南
信
用

金
庫
旭
交
活
万
二
千
白
百
五
十

一
内

(
敬
説
略
)

マ
ス
ポ

i
y基
金
へ

a

平
塚
ボ
ウ

ソ
ン
グ
協
会
十
万
円
、
豊
田
地
区

市
民
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
尾

仁
義
代
司
。
大
津
侍
己
4

小
湾
水
美

範
'
高
橋
行
，

PA川
利
男
(
一
一
同
一

作
争
河
川
弘
司
s

高
橋
覇
市
了
田
辺

宏
e

ァ

ン
ク
ラ
ブ

く〉良平霊
I丹 16fヲ

(火) 13日手~

15時平塚駅北

、 23 日

(火) 10時~

15時紅谷パー

ルロード、 24

臼 (オく) 13保守

~15時塚車問溝口、 30 日(火) 13時~15時平塚駅北

口、 31EJ (水) 10時~15時紅谷パーJレロード、 2 月

3日(土) 10時~15時紅谷パールロード

く〉ご協力ありがとうございました (12月)

一敬称略

三共化成工業、東海大学、八重槽本舗、五持軍ヶ台

高校、平塚蔚技術高校、ローターアクトクラブ

(以と団体のみ)
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平塚市美術書室所蔵作品から

の
姿
亭
掻
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
創
立
に
カ
を
尽
く
す
こ
と
に
な
り
は
、

て
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
、
鳥
取
も
ま
す
。
以
後
、
長
い
弼
在
野
の
稽
続
ι

富
士
山
に
ひ
か
れ
た
一
曲
家
と
い
え
袖
を
持
ち
続
け
、
新
し
い
日
本
酒
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

ば
、
そ
れ
は
や
は
り
横
似
大
観
を
叡
造
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま
す
。
格
の
大
き
さ
が
何
よ
り
も
そ
れ

お
い
て
他
に
な
い
と
い
う
こ
と
に
さ
て
、
初
期
の
美
術
続
出
吋
代
の
と
を
一
お
し
て
い
ま

70

な
る
で
し
ょ
う
。
大
畿
は
、
突
に
大
観
の
品
川
事
甘
最
も
重
要
な
古
学
術
「
芸
術
は
無
窮
で
あ
り
、
率

七
百
容
さ
す
富
士
山
の
関
再
議
と
い
え
は
、
そ
れ
は
月
刊
一
僚
の
護
服
無
窮
@
象
徴
で
あ
る
」
と
、
」

い
て
い
ま
す
。
春
仕
草
主
主
ア
を
埠
唱
え
て
始
め
た
無
線
と
き
大
観
は
苦
痛
り
ま
し
た
。
守

で
は
、
い
っ
た
い
、
大
観
を
富
伴
侶
法
の
試
み
で
し
ょ
う
。
従
来
の
ら
く
こ
れ
は
、
相
ヤ
天
、
心
の

士
山
に
駆
り
立
て
た
も
の
、
ま
た
日
本
画
の
輪
郭
線
を
取
り
払
つ
窮
を
越
(
お
)
う
」
と
い
う
一

大
観
に
と
っ
て
第
十
お
は
ど
ん
な
で
、
蛮
蔚
に
抑
溺
を
持
ち
込
も
う
を
受
げ
た
も
の
と
怒
わ
れ
ま
す
。

意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
し
と
苦
労
を
重
ね
た
の
で
す
。
こ
の
と
も
あ
れ
、
護
士
山
は
自
然
相

ょ

う

か

。

試

み

は

、

位

筒

か

ら

日

本

画

の

破

と

芸

術

観

が

ひ

と

つ

に

な

っ

た

↓

こ
こ
で
、
大
磁
の
一
由
業
金
成
り
壌
と
非
難
さ
れ
、
藤
擦
(
も
う
ろ
観
の
理
想
の
か
た
ち
で
あ
っ
た
、

立
ち
に
呂
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
)
体
と
い
ゑ
総
評
を
も
ら
い
ま
そ
う
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う

。

し

た

。

そ

し

丈

結

織

は

失

数

す

一

つ

O

(

鈴
木
幹
円
雲
間
口
貝
記
)
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